
【大洲市菅田小学校で試行授業後のフォローアップを実施】

肱川大規模氾濫に関する減災対策協議会の取組
～大洲市菅田小学校で試行授業後のフォローアップを実施しました～

■平成30年に試行授業を実施した大洲市菅田小学校
５年生児童へのフォローアップ

・大洲市菅田小学校では、平成30年5月に水災害教育の試
行授業を行いました。

・その後、平成30年7月豪雨を経験した児童から、自助・共
助・公助等の具体的な質問を受け、令和元年7月にフォ
ローアップを実施し、知識を深め防災意識を高めました。

菅田小学校 フォローアップ授業の様子

■大洲市菅田小学校5年生児童からの質問内容
災害に対する備えについて
・保存食の必要性や、食料以外に備えておけばよいものはあるか
・すぐ逃げるために、何を準備し、どこに置くべきか
・日頃、自分や家族でできる対策
・自然災害に備えた、どんな設備（堤防や機器、施設など）があるのか
支援物資について
・どういう基準で物資が届くようになるのか（災害の規模との関係は）
・どこから菅田に来たのか
・給水車の水はどこからきたのか
・どんなものが送られてきたのか（種類別、量/日）
・だれが、中心となって動いたのか
・使った人はどんな気持ちがしたのか
・菅田から、他地域へ送ったことはあるのか

土砂崩れについて
・起きた時に、どんな行動をとればよいか
・備えておいた方がよいものは、何か
・菅田に何回起きているのか

南海トラフ地震について
・菅田は、どれくらい揺れて、どんな被害の可能性があるのか
避難について
・水が、どれくらい来たら避難するのか
・震度がどれくらいで避難すべきか
・避難場所が使えないとき、どうするのか
・菅田に避難所は、いくつあるのか
・家からでられなくなったら、どうすればいいか
・避難場所が遠い人は、どうすればよいか
・どのようなタイミングで避難すればよいか

防災グッズについて
・最低備えておいたらよいもの
・長持ちする飲食物は
・防災グッズの種類
・何人の人が防災グッズで助けられたのか
・防災グッズは、どんなときに役立つのか
・どこで売っているのか

その他
・菅田の水害は、なぜ被害が大きかったのか

質問・疑問への回答・解説 防災グッズを手に取る児童


